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さくら読書会は、

2023年の6月に

誕生しました。本

の好きな人達が集

まっておしゃべり

しようという集い

です。初対面の人

も多く、ひとり一

人読む本の傾向が

違うことに気付か

されます。つい自分の好きな本ばかり読んでしまう傾

向にあることから凄く刺激になります。

また、小学生の頃読んだ本、例えば小公女や小公子、

アルプスの少女ハイジなどの話では、本はいろいろな

意味でその人に影響を与えているという感じがしてい

ます。今後は、みんなで神田の神保町などに出かけ

「本の魅力」をもっと探求しようという計画もありま

す。本好きのみなさん、是非「さくら読書会」にお出

かけください、お待ちしています。

「認知症予防カフェ」は、毎月第2日曜日の午前中、

「さくらカフェ」をそのためだけの場として開放し、

「物忘れなど認知症のことで不安な方」や、「ご家族

で日々の介護生活で困っている方」にご来店いただき

認知症のことや、介護について情報交換や交流を行お

うというものです。

「さくら茶屋」開設後の早い時期から実施していま

したが、ここ数年はコロナ禍などもあり、転居したり、

施設に入居したりで来店者も減少していました。最近、

徐々に参加され

る方も増えてき

ています。

認知症予防プ

ログラムを取り

入れながら、心

温まる集いを心

がけております。

どうぞお気軽に

お越しください。

６
月
は
梅
雨
の
時
期
と
な

り
ま
す
が
、
晴
れ
間
は
お
出

か
け
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
気

候
で
す
。
お
友
達
や
お
知
り

合
い
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
「
さ
く
ら
カ
フ
ェ
」
で
お

食
事
を
召
し
あ
が
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
が
幾
分
落

ち
着
き
を
み
せ
、
街
の
人
出

が
戻
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
営

業
時
間
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
体
制
が
確
立
出
来
て
い

な
い
こ
と
か
ら
水
曜
日
を
除

き
１
４
時
以
降
は
閉
店
（
入

店
は
１
３
時
頃
ま
で
）
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
月
曜
か
ら

土
曜
ま
で
営
業
、
さ
く
ら
茶

屋
か
ら
ラ
ン
チ
を
お
届
け
致

し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

「
さ
く
ら
茶
屋
」
の
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
販
売
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
で
、
１
１
時
半
か
ら

販
売
開
始
、
売
り
切
れ
次
第

閉
店
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
や
、
茶

屋
ス
タ
ッ
フ
の
声
を
も
と
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
尚
、
ラ
ン

チ
メ
ニ
ュ
ー
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

商
品
は
、
先
月
号
（
さ
く
ら
茶

屋
１
７
５
号
）
で
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
入
り
用
の
方

は
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声
を
お
か

け
願
い
ま
す
。

６
月
は
気
温
や

湿
度
も
高
く
細
菌

の
増
加
し
や
す
い

時
期
、
「
さ
く
ら
茶
屋
」
で
は
、
材
料
の
保
管
、
食
材
へ
の
充

分
な
加
熱
、
手
洗
い
の
徹
底
、
調
理
器
具
な
ど
の
洗
浄
と
消
毒

な
ど
予
防
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
「
茶
屋
」
の
製
品
に

は
添
加
物
や
防
腐
剤
な
ど
を
一
切
使
用
し
て
い
な
い
た
め
、
日

持
ち
に
は
特
段
の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

お
弁
当
や
お
惣
菜
の
お
持
ち
帰
り
の
場
合

は
「
本
日
中
に
お
召
上
が
り
下
さ
い
」
等
の

注
意
書
き
を
必
ず
お
守
り
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

以前、行っていたカフェの様子

書店巡りも計画中です

認知症予防カフェ

さくら読書会
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横浜市から委託を受けた介護予防・支援事業です。

毎回様々なプログラムを企画し楽しんでいます。参加

をご希望される方はさくら茶屋までご相談ください。
【折り紙教室】 ６月５日（水）

【俳句・句会】 ６月21日（金）14:30～16:00

【ポールウォーキング】 毎週土曜午前中開催

【さくら体操】 ６月21日（金）10:00～11:30

【げんきライフ】 毎週月曜と木曜の午前中

k【さくら食堂】 ６月14日（金）と28日（金）

参加ご希望の方はあらかじめ詠んだ句を事前に3句

提出していただきます（回収箱はさくらカフェ）。

当日はそれらの句を参加者全員で選句、合評します

毎月２回、17:00～19:30（入店は19時まで）

料金：大人300円、高校生以下100円、幼児無料

カレー／サラダ／デザート（アイス類を販売）

鎌倉幕府ゆかりの史跡や、海や山など自然の多い

各地の公園を訪れています。「さくら茶屋」前に10

時に集まり一緒に歩きましょう。

【麻雀スクール】 ６月14日（金）と25日（火）

金沢スポーツセンタースタッフが講師の教室です。

参加費は２００円、西柴団地自治会館で行ないます。

毎回、その季節に節にあった題材を

折っています。今月はユリの花です。

材料費は各人の負担となります。

【とことこ・さくらキッズ】６月18日(火)10:00～

6月はお休みします。7月6日はさくらカフェで開催。

お問い合わせは、dekobokonokai@gmail.comへ

子育て支援拠点「とことこ」とコラボしてのキッズ

です。自由参加です、お気軽にご参加ください。

9:30～11:30さくらカフェで行ないます。参加費

は300円で、事前申込みとなっております。

認知症予防カフェは６月９日（日）10：00開始です
「予防カフェ」の内容は一面をご覧ください。

「
た
ま
に
は
地
域
の
み
ん
な
で
夕
食
を
」

そ
ん
な
思
い
で
始
め
た
「
さ
く
ら
食
堂
」
、

も
う
す
ぐ
丸
８
年
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
中
断
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
形
式
に
し
た
も

の
の
、
昨
年
の
６
月
か
ら
「
み
ん
な
で
晩
ご

飯
」
の
姿
に
戻
し
ま
し
た
。
「
待
っ
て
ま
し

た
ー
」
と
会
食
復
活
当
初
か
ら
多
く
の
児
童

が
か
け
つ
け
、
最
近
で
は
コ
ロ
ナ
前
の
賑
わ

い
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

月
に
２
回
開
催
し
て
い
る
「
さ
く
ら
食
堂
」

は
、
「
大
家
族
食
堂
」
と
う
た
い
、
こ
ど
も

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
高
齢
の
方
に
も
い
ら

し
て
い
た
だ
き
、
世
代
間
交
流
も
大
切
に
し

な
が
ら
夕
飯
を
食
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

た
り
、
昔
の
西
柴
の
お
話
を
し
て
あ
げ
た
り
、

多
世
代
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

日
も
長
く
な
る
時
期
で
す
。
お
ひ
と
り
で

も
。
お
友
達
と
で
も
。
ご
夫
婦
で
も
。
た
ま

に
は
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【さくら読書会】 ６月27日（木）14:30～16:30
本好きの皆さん待ってます。参加費はドリンク、

お菓子付きで300円。内容は一面をご覧ください。

【西柴・まちの未来研究会 】６月８日15:00～
まちの活性化をめざして活動を展開する有志による

研究会です。毎月定例でズーム会議を開催しています。

今回は４面に活動内容を紹介しています。

【凸凹の会 】７月６日（土）10:00～

日時 ７月３日（水）

１５時～１７時

場所 さくらカフェ

定員 小学生20名 参加費 200円

申込／詳細 さくら茶屋ホームページ

よりお願い致します

10:00～11:30

【抹茶の日】 ６月13日（木）14:00～
抹茶と手作り和菓子を提供します。

おひとり様450円です。

6月1日（土）「お持ち帰りお赤飯」
を販売します。事前予約も受け付けます

七夕のお祝いをしながら、工作をしたり、
ゲームをしたり、おやつを食べたり、みん
なで楽しく過ごします。
初めての方も、1人でも、お友達を誘っ
てどうぞご参加ください！

昨年の七夕イベントの様子

お赤飯販売

さくら茶屋子どもイベント参加者募集
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＜2023年度カフェ事業について＞
▶年間ランチ提供 （営業日数270日）

さくら茶屋9,775食（ほぼテイクアウト）

カフェ200食以上（合計一万食提供）

惣菜の提供（約15,000個：前年とほぼ同様）

喫茶（酒類,を含む）は、前年比40％増

▶年間の活動実績

＜定例イベント＞ 239回／約3300名＋食堂

・西柴昼話（オカリナ演奏、サックス演奏、アガ

サグループ） ３回 105名

・げんきライフ ９４回 921名（スタッフ含）

認知症カフェ 11回 86名

・大家族食堂（さくら食堂）

テイクアウト4回534食、会食18回1170名

・折り紙教室 6回 44名

・さくら体操 11回 100名

・俳句：句会 11回 80名

・歌の集い（リアル、ズームのハイブリット開催）

11回 204名（伴奏者含む）

・麻雀スクール 22回 322名（スタッフ含）

・さくら読書会 9回 59名

・ポールウォーキング 36回 117名＋α

・先ず飲もう会 2回 ２７名

＜子どもイベントなど＞ 子ども177名

・端午の節句、七夕、ハロウィン、クリスマス、

ひな祭り 子ども117名＋スタッフと付き添い

＜西柴地域の方々による取組＞ 約330名

・まちの未来研究会（ズーム開催） 8回57名

七夕、流しソーメン、かるた大会91名＋協力者

・とことこキッズ 11回 59家族＋スタッフ

・凸凹の会 8回 4０名

＜各種会議やその他の活動＞

・事務局会議 １2回 運営委員会 １2回

・理事会 １回 通常総会 １回

・さくら茶屋物語出版記念会 62名参加

【その他】

＜広報誌発行＞ 12回 34000枚配布

＜トルコシリア／能登半島地震支援143,000円

・その他、取材対応、講演依頼等多数あり

＜２０２３年度の主な活動内容＞
<月> < 出 来 事 >

４月 ウクライナに加えトルコシリア地震支援カンパ開始

５月 コロナ５類移行、活動の活性化に向け取組みを開始

さくら読書会を新たに開始

６月 さくら食堂、テイクアウト中心から会食形式に変更

７月 「さくら茶屋物語」出版記念会、講演＆交流会開催

西柴七夕まつり開催（短冊飾り、流しソーメン等）

４年ぶりの西柴自治会夕涼み会、さくら茶屋も出店

８月 さくら茶屋店頭のテラス机と椅子を新調

９月 宇都宮ＬＲＴ視察・青春１８きっぷの旅実施

10月 西柴ハロウィン、88名参加でコロナ前の規模に戻す

今後の活動展開に向けスタッフアンケート実施

11月 横浜市社会福祉・健康医療功労者横浜市長表彰授与

高校・大学生の茶屋実習体験要請を相次いで受ける

12月 西柴昼話、今年度は音楽関連の催しを3回実施

１月 能登半島地震災害の義援金活動を開始

抹茶和菓子の提供＆「先ず飲もう会」を4年ぶりに再開

西柴学童との連携で「カナかる」かるた大会を開催

２月 「認知症のことを知ろう」講演会実施

この6月に「さくら茶屋にししば」は第14期ＮＰＯ定例総会を

開催し、昨年度を振り返り、今後一年の活動計画を決めます。新

型コロナが「5類」に移行して一年、徐々に賑わいを取り戻そう

との機運が高まっており、私たちも模索を続けています。

私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
「
５
類
」

に
移
行
後
、
以
前
の
よ
う
な
地
域
交

流
の
居
場
所
に
近
づ
け
る
よ
う
企
画

や
運
営
に
工
夫
を
凝
ら
し
こ
の
一
年

取
り
組
み
ま
し
た
。
結
果
、
年
間
ラ

ン
チ
提
供
数
は
一
万
食
を
超
え
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
も
昨
年
比
で
１
４
０

０
名
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

た
だ
「
食
を
通
し
て
の
つ
な
が
り

づ
く
り
」
と
い
う
点
で
は
充
分
な
回

復
が
図
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

は
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、
コ
ロ
ナ

後
の
居
場
所
の
あ
り
方
等
の
検
討
も

課
題
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

地
域
の
方
々
と
の
交
流

や
連
携
が
必
要
で
す
。

こ
の
一
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

６月は定例総会を開催します
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5月15日は「金沢区誕生の日」今年で76周年。この日を祝

い金沢区内の各地で様々なイベントが開催されま

した。西柴でも19日「まちの未来研究会」が中心

となり子ども達中心のゲーム大会を行いました。

参加者は付き添いやスタッフを含め30名強。

昨年発売されたご当地カルタ「カナかる」を用

いたカルタ取りと金沢区の魅力のお話、「ナンジャ

モンジャ」や「カタカナ―シ」のカードゲームで楽

しみました。

声を出して進めるゲームが多かったことから、ど

んどんエキサイトし会場には子ども達の大きな声が

響き渡りました。最後には各ゲームで獲得したポイ

ント上位3名に賞品が贈られました。

後日、研究会宛てに「楽しかったと家で話してい

ます」「賞品のお菓子ありがとうございました」等

の感謝のメールが寄せられました。毎年開催が恒例

となる「金沢区の日イベント」、西柴でも継続して

開催してほしいの声がだされていました。

〇

潮
干
狩
足
裏
で
掴
む
地
球
か
な

竹
仙

あ
う
ら

つ
か

〇

ビ
ィ
オ
ロ
ン
の
燦
め
く
音
色
春
の
海

眞
青

き
ら

〇

代
か
き
な
き
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
田
圃
か
な

佐
久
良

し
ろ

た
ん
ぼ

毎月の句会で参

加者全員で選句し

た3句を紹介してい

ます。

真
言
律
宗
別
格
本
山
、

稱
名
寺
の
赤
門
を
く
ぐ
り

境
内
を
１
５
０
ｍ
ほ
ど
歩

く
と
仁
王
門
が
あ
り
左
右
の
仁
王
様

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

１
８
１
８
年
に
創
建
さ
れ
、
１
９

７
０
年
に
解
体
修
理
が
行
わ
れ
た
際

仁
王
様
の
体
内
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
終

り
頃
に
作
ら
れ
た
書
が
見
つ
か
っ
た

よ
う
で
す
。
高
さ
は
４
ｍ
ほ
ど
あ
り

関
東
で
は
最
大
の
重
要
文
化
財
で
す
。

現
在
は
山
門
を
く
ぐ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
金
網
越
し
に
し
か
見
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
先
は
浄
土
式
庭
園
が
広

が
り
ま
す
。
敷
石
は
横
浜
の
路
面
電

車
「
横
浜
市
電
」
が
走
っ
て
い
た
時

の
道
床
の
石
を
敷
き
詰
め
た
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２
０
年
程
前

は
甘
味
処
の
あ
る
料
亭
、
ジ
ャ
ズ
歌

手
の
マ
マ
の
喫
茶
店
、
ラ
ー
メ
ン
屋
、

茶
店
も
兼
ね
た
駄
菓
子
屋
な
ど
並
ん

で
い
ま

し
た
が

現
在
で

は
一
軒

も
な
く

な
っ
て

い
ま
す

が
、
桜

並
木
が

皆
さ
ん

を
迎
え

て
く
れ

ま
す
。

１
９
６
０
年
代
の
埋
め

立
て
が
は
じ
ま
る
前
ま
で

は
本
牧
、
磯
子
、
富
岡
、

金
沢
へ
と
海
水
浴
場
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
市
内
に
は
路
面
電
車
の

横
浜
市
電
も
縦
横
に
走
っ
て
お
り
、

間
門
電
停
の
前
は
す
ぐ
海
水
浴
場
、

屏
風
ヶ
浦
付
近
は
１
６
号
道
路
か

ら
海
水
浴
場
が
見
え
ま
し
た
。
埋

め
立
て
で
根
岸
か
ら
富
岡
に
か
け

て
は
工
場
や
住
宅
地
と
な
り
ま
し

た
が
、
「
海
の
公
園
」
は
乙
舳
海

岸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
以
前
は

文
庫
小
学
校
の
前
の
道
路
の
あ
た

り
か
ら
野
島
に
か
け
て
砂
浜
が
あ

り
、
夏
に
は
よ
し
ず
張
り
の
「
海

の
家
」
が
十
軒
近
く
並
び
海
水
浴

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
金
沢
小
学

校
の
近
く
に
は
当
時
の
東
京
，
墨

田
、
深
川
の
臨
海
学
校
も
あ
り
、

入
れ
替
わ
り
で
小
学
生
が
合
宿
し

て
い
ま
し
た
。
海
岸
近
く
に
は
海

水
浴
の
た
め
の
別
荘
も
多
く
あ
り

夏
は
賑
や
か
で
も
冬
は
真
っ
暗
、

夜
歩
い
た
時
は
怖
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
「
海
の
公
園
」
は
海
水
浴

や
ア
サ
リ
取
り
も
で
き
、
昔
に
か

え
っ
た
よ
う
で
嬉
し
い
限
り
で
す
。

今回は、第６弾

「
ま
ち
の
未
来
研
究
会
」

は
、
コ
ロ
ナ
が
多
少
落
ち
着

い
て
き
た
昨
年
７
月
、
西
柴

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

西
柴
小
学
校
、
西
柴
学
童
な

ど
の
協
力
を
得
て
「
七
夕
短

冊
飾
り
」
を
復
活
さ
せ
ま
し

た
。
「
わ
ん
ぽ
に
ー
訪
問
介

護
」
事
業
者
の
協
力
で
「
流

し
ソ
ー
メ
ン
」
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
企

画
に
つ
い
て
は
現
在
、
各
団

体
と
調
整
中
で
す
。
詳
細
が

決
ま
れ
ば
、
来
月
の
広
報
紙

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

さくらカフェで開催されたイベント

昨年の七夕短冊かざり


